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連載

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントなどの記事を募集しています。
次号は、「３月下旬発行予定」です。４月以降の情報をお待ちしています。
下記の合人社ウェンディひと・まちプラザまでお送りください。[１月末日必着]

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時

●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日

●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、車いす使用者等にご利用いただく
　駐車場は3台分用意しています。

※自転車・バイクの方は、地下の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

合人社ウェンディひと・まちプラザ（広島市まちづくり市民交流プラザ）

平成27年11月28日発行　発行者／公益財団法人広島市文化財団　まちづくり市民交流プラザ　〒730-0036　広島市中区袋町6-36
広島市まちづくり市民交流プラザの呼称は6月1日より「合人社ウェンディひと・まちプラザ」に変更となりました。

※再生紙・植物油インクを使用しています。

ロビーコンサート開催
９月27日（日）に当プラザ南棟１
階のロビーを会場として「まちかど
サロンロビーコンサート」を開催い
たしました。このコンサートは、施
設のロビーを有効活用して、生涯
学習やボランティア、まちづくり活
動団体等の日頃の成果を気軽に発
表できる場を提供することで、市
民の皆さんの活動に対する理解を
促進するとともに、プラザに気軽
に立ち寄っていただく機会とする
ために実施しています。

９月は、第１回として、広島市を中心に活動している若き音楽家の
２団体によるアンサンブルステージを開催いたしました。第１部は
「Shiny saxophone quartet」による深みのあるサクソフォン四重奏、
第２部は「もごもご☆ぱらだいス」によるバリ・チューバ四重奏による
重厚な音色をお届けし、秋のロビーを飾りました。
当日は天候にも恵まれ、幅広い年齢層の多数の方にお楽しみいた

だくことができました。ウォルト・ディズニー・アニメーション・スタジ
オ製作のアニメ映画「アナと雪の女王」で流れた「Let It Go～ありの
ままで～」の演奏では、子どもがチューバに合わせて歌い出すほほえ
ましい光景などもみられました。また、「銀河鉄道」や「情熱大陸」な

どの演奏では、瞳を閉じて情景を描きながら聴かれている方もいらっ
しゃいました。両団体による迫力のある生演奏をご堪能いただけたと
思います。
12月5日（土）には、第3回として、フルートアンサンブル（Flutes ×
Fruits）によるフルーツの盛り合わせのようにポップでおいしいコン
サートを開催する予定です。ご期待ください。

「社会人のためのまなびカフェ」開催
生涯学習相談会「社会人のた
めのまなびカフェ」は、前半に社
会人学生の方やその支援者、生
涯学習の実践者にその経験を
講演していただき、後半は参加
者、講演者、相談員がお茶を飲
みながらお互いの経験や考えを
気軽に話し合うカフェ形式の事
業です。
９月に開催した今年度第１回は「継続は力なり！習慣を継続するこ

とで『なりたい自分』に」というテーマで、朝活などを実践している福
田浩之さんに講演していただきました。福田さんは、仕事の傍ら、「朝
活読書会」や「新聞を読む会」などに参加、自宅でも365日できる朝活
として著名人の書籍の書き写しなどを行われており、学習を習慣化さ
せることの大切さについてお話しいただきました。
福田さんの講演をお聞きした後は、お茶を飲みながら、講演を聞い

た感想や質問、自分たちの経験などについて、講演者や相談員も含
めて意見を交換し合い、和気あいあいとした交流会になりました。
「社会人のためのまなびカフェ」は、年間３回開催しており、次回は
12月12日（土）に開催予定ですので、ぜひ皆さんご参加ください。

※12月開催のロビーコンサート、まなびカフェの詳細は、「情報の森」にてご
案内しております。P13・14をご覧ください。

合人社ウェンディ
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広島女学院大学 食育ガールズ♪

広島市学校栄養士OB 食育グループ パクパク

つかんだ大きな自信で、さらなる飛躍を目指す
広島市学校栄養士OB 食育グループ パクパク広島市学校栄養士OB 食育グループ パクパク広島市学校栄養士OB 食育グループ パクパク

長年培った経験を活かして、次の世代へ伝える大きな役割を
一般社団法人ローカリズム推進楽会

長年培った経験を活かして、次の世代へ伝える大きな
一般社団法人ローカリズム推進楽会一般社団法人ローカリズム推進楽会一般社団法人ローカリズム推進楽会

食を通して、地域に住む人の絆づくりを目指す

Vol.43

2015.11
落葉号
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なく、木の葉の散る様子も
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仲間の健康を食事面からサポート！
つかんだ大きな自信で、さらなる飛躍を目指す

広島女学院大学 食育ガールズ♪

普段の食生活。その奥深さを知ることは、自分へも、周りへも大きな変化をもたらします。
今回は食育活動にさまざまなかたちで取り組んでいる団体を紹介します。

身近な食について考える

野菜摂取の向上を目指し
自分たちで立ち上がる

学内、学外で「野菜摂取の向上」をテーマに掲げ、平成23年
に広島女学院大学の学生６人で結成されたサークルが、「食育
ガールズ♪」です。
「もともとは、平成23年に広島市が近い将来、社会を担う人材と
なり、子育て世代ともなる20代に対し始めた啓発活動「20代のた
めの食育」が、結成のきっかけです。当時、食育活動に取り組み
たいと考えていた管理栄養学科の学生たちが、この活動を知り
サークルを立ち上げました」。
サークルを指導している、広島女学院大学人間生活学部管理
栄養学科の下岡里英教授はこう語ります。
この啓発活動は、望ましい食習慣の形成・食に関する自己管理
能力の育成を図るために、趣旨に賛同する広島市内の大学と企

業などが連携し、大学生の新しい発想や企画力を生かすことから
スタート。７大学33人の学生が参加しました。その中で、「食育
ガールズ♪」は、学内の食堂で提供されるメニューに注目。統計
的に見て、学生は全体的に１日の野菜の摂取量が少ないことから、
成人女性が１日に必要な野菜摂取量を調整した日替わりの献立を
１か月ごとに作成して、食堂に提供。「ベジフルメニュー」として学
生や教職員の健康を食事面からサポートすることを始めました。

日々の忙しい学生生活の中でも、
仲間のために役立ちたい思い

その後、学内において「食育ガールズ♪」の活動が広まってい
くにつれて、メンバーも増加。平成27年度は、22人が在籍するま
でサークルの規模は拡大しています。「管理栄養学科の学生たち
は、日頃の講義や実習が多く、忙しい日々 を過ごしています。その
ような中で、１食とはいえ食堂の献立を考えることは、少なからず
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負担になっているはずです。
しかし、学生たちは自分た
ちの取り組んでいる事が、
他の学生や教職員の健康
を支えていることに対して、
大きな自信を持っています。
また実際に食堂を利用して
いる学生や教職員からの
評判も良く、今では１日100食用意されているこの「ベジフルメ
ニュー」は、午前中の講義終了後から10分ほどで売り切れになり
ます」と下岡教授は語ります。

主体的な活動を目指して
新たなる取り組みにもチャレンジ

さらに平成27年度は、「食育
ガールズ♪」として、ひろしま地
産地消推進協議会との連携で
「ひろしま地域食材PR促進事
業」にも参加。広島県産の小
松菜を使った複数のメニュー
開発に取り組みました。完成し
たメニューを大学の学祭や地
域のお祭りで提供して、人気
投票で食べた人の意見を聞き、
平成28年２月には地産食材を
アピールするイベントで発表し、試食会も予定しているそうです。
「サークルを立ち上げて４年が経過。メンバーも増えて、学内で
の認知度も高くなってきました。しかし結成当時からの考えでもあ
る、主体的な学外・地域活動への参加はまだ達成できていません。
将来、管理栄養士を目指す学生にとって、地域への社会活動は
大きな経験になると同時に、財産になるはずです。中途半端な気
持ちではできないので、“野菜摂取の向上”というテーマは変えず、
これから学生の意識を高めて、そのチャンスをつかみたいです
ね」と下岡教授は語ってくれました。
学生ならではの計り知れない情熱で、仲間である学生や教職

員、さらには地域の人たちの健康サポートに食事面から取り組む
チャレンジに、大きな可能性を感じました。

▲ べジフルメニューの一例

▲ 学生たちによる食育講座の様子
　（安芸太田町）

▲ 「食育ガールズ♪」の皆さん

【表紙写真】毎月１度、べジフルメニューを集めてバイキング形式で
　　　　　提供する様子

ベジフルメニュー考案の様子
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食にまつわるあらゆる事柄を、
さまざまな活動を通し、理解してもらう
「食」に通じるさまざまな体験

や情報を発信し、地域の人との

絆づくりを手伝う中で、地域産

業や地域観光の活性化を目指

す団体として、平成26年７月に

結成されたのが「一般社団法

人ローカリズム推進楽会」です。

代表を務めているのは、食

にまつわる専門家として、各地の郷土料理の研究・取材とそれ

に基づいたレシピ開発や執筆など幅広い活動を行っている平山

友美さん。もともとは、平山さんが広島市の食育推進会議委員

としての活動をする中で、もっと食を通して地域交流を図ってい

きたいと考え、サポートしてくれるメンバーとともに会を始めました。

「会の名称にも付けた“ローカリズム推進”という言葉には、“地

域愛を育む”という意味が込められています。地域の人同士の

食、農・漁などの体験を共にする機会を創出して、食体験を通

じた絆づくりを手伝うことで、もっと食への理解が深まっていく、

と考えています」と平山さんは語ります。

主な活動としては、作り手（生産者）と食卓を共にする会、暮

らしの知恵を授かる会、身近な食材で学ぶ会、大人の社会見

学などの講座、さらには産地体験と交流の場の企画・実施、料

理教室の開催など、食にまつわるあらゆる事柄を、分かりやす

い観点で捉えた豊かな内容です。

食の大切さを男性に理解してもらう
それは、体調改善にも繋がる
また平山さん自身が携わって

いる食育推進会議の場で検討

され、平成27年９月からスタート

したのが、「食育☆男塾」です。

これは、食に対する男性の意識

を高めていく事を目的に始まった

講座です。

「特に中高年の単身赴任世帯

の男性は、食に対する意識が薄

いこともあり、自炊率がかなり低

いのが実情です。自炊率が低いと健康に影響を及ぼす場合が

あります。少しでも食に対する意識を高めることが、体調改善に

も繋がっていくのでは、と考えています」。

講座では、単に調理をするだけでなく、実際に買い物から始

めたり食材への知識を学んだりしています。また廃校になった

小学校を会場に使うことで、地域との交流を深める事も行って

います。

「食育は、１回学ぶだけではなかなか理解することはできない

ので、継続する場を作って、啓発していけたら」と、今後につい

て平山さんは語ってくれました。

食の地産地消が叫ばれ、幅広く浸透する中、ただ単に作っ

て消費するだけでなく、食

を通して、さまざまなかたち

で地域の人同士がつなが

る絆づくりに取り組む皆さん

の姿に今後も注目です。

広島市学校栄養士OB 食育グループ パクパク

専門家の立場から子どもに
正しい食生活を教える
広島市内の小中学校に40年近く勤務し学校栄養士として指

導にあたってきた経験を活かして、心と体を育む食に関する指

導教室を開いているのが、「広島市学校栄養士OB 食育グ

ループ パクパク」です。

「退職後、それまでの経験を活かしたいと思い、同じく元学校

栄養士の須山千鶴さんに相談したところ趣旨に賛同してくれた

ので、一緒に活動を始めました」と語るのは代表を務める天畠

裕美子さん。平成26年夏に結成後、秋から本格始動。広島市

内の幼稚園、小学校での講演活動をスタートし、平成27年春に

白川裕子さんが加わり現在は３人で活動しています。

食を取り巻く社会環境が大きく変化し、食生活の多様化が進

む中、朝食を取らないなど、子どもの食生活の乱れが指摘され

ています。子どもが将来にわたって健康に生活していけるように、

栄養や食事の取り方など正しい知識に基づいて自ら判断し、食

をコントロールしていく「食の自己管理能力」や「望ましい食習

慣」を子どもたちに身につけさせることが必要です。

約20年前から全国的に食育に対するニーズが高まり、平成

17年には栄養教諭という職が制度化されました。広島市でも現

在25人の栄養教諭が採用され、学校栄養職員と共に児童生

徒の食育指導にあたっています。その中で、実際に広島市内

の小中学校で指導してきた３人は、児童生徒だけではなく、もっ

と小さい頃からの食育が大切であり、保護者にも食に対する意

識を高めてもらうことが必要だと考えて活動しています。

子どもから大人まで
分かりやすく、食の大切さを伝える
活動は、保育園、幼稚園、小学校、中学校での紙芝居等を

使った出前授業で子どもや保護者、先生への食育の話が中心

ですが、時には実際にその場で調理する事もあります。「紙芝

居や教材を使うことで、子どもから大人まで分かりやすく説明で

きます。子どもには、ご飯を食べることがどれだけ大切で、楽し

いことなのかを理解してもらっています。それが、食べ物の好き

嫌いを無くすことにも繋がります。また保護者には、子どもと一緒

に学び、その学んだ事を踏まえて子どもと一緒に料理を作っても

らえれば、親子の交流にも繋がると思っています」と、出前授業

で使うオリジナルの紙芝居や教材を自ら作っている白川さんは語

ります。

今後は、出前授業の機会をもっと増やして、子どもや保護者

の食に対する意識をもっと高めていきたいそうです。「紙芝居や

座学だけではなく、例えば豆が持っている栄養成分について話

をした後は、実際に豆料理をその場で食べる機会ができれば、

豆を食べる習慣をつけるきっかけになるのではと考えています」

と天畠さん、須山さん、白川さんの３人は、今後の夢を語ってく

れました。

子どもたちの将来の

健康を考え、それぞれ

が培ってきた経験を活か

して食育に取り組む皆さ

んの姿は、食の大切さを

次世代へ伝える大きな

役割を担う大切な活動

であると感じました。

長年培った経験を活かして、次の世代へ伝える大きな役割を
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2 特

集
3

▲ 幼稚園で開いた食育講座の様子 ▲ 保護者を交えた食育講座の様子 ▲ 「身近な食材で学ぶ会」の様子

▲ 「身近な食材で学ぶ会」の様子

 「食育☆男塾」の様子▼▶

一般社団法人ローカリズム推進楽会 http://www.local-fan.or.jp/

食を通して、地域に住む人の絆づくりを目指す

▲ 代表の平山友美さん

▲ 食育講座での調理の様子

▲ 食育講座で作ったメニュー

す やま ち づる

しらかわ ゆう こ ひらやま

とも み

てんばた

ゆ  み  こ
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